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Letter #4 「Mobile Reality」

インターネットが登場した当時には、コンピュータを持ち歩くな

どということは想像できなかったであろう。しかし最近では、空

港のラウンジや新幹線の中などでノートパソコンを広げている

人を多く見かけるようになった。この背景には、ノートパソコン

の実装技術の進化やケータイ、無線LANといったアクセスネッ

トワークの充実などが理由に挙げられる。しかし、現在のイン

ターネットは「動くノード」に十分に対応する仕組みを持っている

わけではない。これは、インターネットの最も基本的な仕組みで

あるIPに起因するところが大きい。

IPでは、基本的にノードの識別子であるIPアドレスは、同時

にノードの位置を示している。つまり、データはIPアドレスを頼

りに目的のノードに到達することになる。したがって、ノードの

位置が変わると、同じIPアドレスでは通信ができなくなってしま

うことになる。そこで、現在はDHCPという仕組みを使い、利

用する場所でIPアドレスを動的に割り当てているのだ。この仕

組みを使うことで、空港のラウンジやホテルの部屋など行く先々

でインターネットにアクセスして仕事ができる。

しかし、これでは移動した先々で異なるIPアドレスが割り当て

られることとなり、「通信の連続性」は維持できない。これは、ある

場所で使っていたAというIPアドレスと次の場所で割り当てられ

たBというIPアドレスについて、この2つの IPアドレスを持つ

ノードが同じものであることを知る方法がないことを意味してい

る。したがって、ある場所で行っていた仕事を中断し、別の場所

に移動してからその作業を継続することが難しいのだ。当然、移

動しながら利用するといったことはさらに難しくなる。

こうした問題を解決するために作られたのが「Mobile IP」と

いう技術で、昨年出されたRFC3775は IPv6用のMobile IPと

いうことになる。実は、IPv4用のMobile IPはRFC2002として

1996年 10月に発行されている（現在はRFC 2290としてDraft

Standardとなっている）。しかし、RFC3775が出て初めてモバ

イルインターネットは実際的な技術となったといえる。Mobile IP

は、ノード識別用で変化しないIPアドレス（これをホームアドレ

スという）と、移動した先でその場所を表すために割り当てられ

るIPアドレス（気付アドレスという）を用いており、この2つのア

ドレスを対応付けて、ホームアドレスに届いたデータを気付アド

レスに転送するという技術だ。つまり、移動していくごとに次々

と気付アドレスを消費していくことになる。したがって、アドレス

が不足しているIPv4では技術的には完成していても、現実的で

はないということになる。

そういう意味において、RFC3775が登場したことでMobile IP

は現実的な技術となったといえるだろう。このような背景を受け

て、WIDEプロジェクトでもRFC3775の実装を行っている。こ

のコードは「Shisa」と呼ばれ、IPv6のリファレンスコードである

KAMEやUSAGIと同様に公開する準備が進められている。ま

た、Mobile IPは移動するノードにだけ実装すれば動作するわ

けではなく、ホームアドレスに送られてきたデータを代理で受け

取って転送するホームエージェントという仕組みが必要となる。

そこで「Shisa」を試してもらうためのホームエージェントを用意

して広く普及に努めたいと考えている。

また、「Shisa」はNEMO（Network Mobility）にも対応してい

る。Mobile IPが移動するノードを対象にした技術であるのに

対して、NEMOはその名の通り移動するネットワークを対象に

している。つまり、複数の機器が接続されたネットワークが移動

しても、各機器のIPアドレスを変えずに通信が継続できるように

なるのだ。WIDEプロジェクトではずっと自動車をインターネット

に接続する実験を行ってきているが、最近では複数の機器が必

要となり、自然と「移動するネットワーク」となってしまっている。

したがってこのRFC3963は不可欠な技術なのだ。

面白いことに、RFC3963はIPv6だけを対象とした技術となっ

ている。このあたりにも、IPv6だからこそモバイルインターネット

が現実のものとなったという流れが見えているといえるだろう。

最近「Shisa」を使って、救急車から画像を配信する実験をス

タートさせた。機会があればこの実験についても報告するので

乞うご期待。
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この1年は、モバイルインターネット屋にとって重要な1年間であった。Mobility Support in IPv6（RFC3775

2004/6）、Network Mobility（NEMO）Basic Support Protocol（RFC3963 2005/1）と2つの重要なRFC

が出たからだ。これから本当の意味でのモバイルインターネットの時代となっていくと思われる。今回は、モバイル関係の研

究の様子について見ていく。
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